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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年6月8日(2017.6.8)

【公開番号】特開2015-213837(P2015-213837A)
【公開日】平成27年12月3日(2015.12.3)
【年通号数】公開・登録公報2015-075
【出願番号】特願2015-169324(P2015-169324)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１５Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月20日(2017.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動条件の成立に応じて、有利な特別遊技を実行するか否かを判定し、特別遊技を実行
すると判定した場合には、複数種類の特別遊技のうちのいずれかを選択し、選択した種類
の特別遊技を実行する遊技機であって、
　図柄表示手段に図柄を変動表示させてから前記特別遊技の判定の結果を示す図柄を停止
表示させる図柄表示制御手段と、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　前記図柄表示手段における図柄の変動表示中において、所定の条件下で、演出音を出力
するとともに、前記操作手段に対応する操作画像を画像表示手段に表示しながら、出力さ
れる演出音に関連したタイミングで操作を行うことを指示する第１演出を実行する第１演
出実行手段と、
　前記第１演出が実行されたときの図柄変動において特別遊技を実行すると判定されたこ
とを示す図柄が停止したことに続いて実行される特別遊技中において、演出音を出力する
とともに、前記操作手段に対応する操作画像を画像表示手段に表示しながら、出力される
演出音に関連したタイミングで操作を行うことを指示し、操作に応じて、実行中の特別遊
技の種類に関する情報を報知する第２演出を実行する第２演出実行手段と、
を備えることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明は、図柄変動中と特別遊技中とにおいて演出の興趣性を向上することが可能な遊
技機を提供することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００５】
　上記の目的を達成する本発明は、始動条件の成立に応じて、有利な特別遊技を実行する
か否かを判定し、特別遊技を実行すると判定した場合には、複数種類の特別遊技のうちの
いずれかを選択し、選択した種類の特別遊技を実行する遊技機（例えば、パチンコ遊技機
ａ１００）であって、図柄表示手段に図柄を変動表示させてから前記特別遊技の判定の結
果を示す図柄を停止表示させる図柄表示制御手段と、遊技者が操作可能な操作手段（例え
ば、演出ボタンｈ２６（ｂ１６１））と、前記図柄表示手段における図柄の変動表示中に
おいて、所定の条件下で、演出音を出力するとともに、前記操作手段（例えば、演出ボタ
ンｈ２６（ｂ１６１））に対応する操作画像（例えば、基準ボタン画像ｈ６２）を画像表
示手段（例えば、液晶表示装置ｈ５）に表示しながら、出力される演出音に関連したタイ
ミングで操作を行うことを指示する第１演出を実行する第１演出実行手段と、前記第１演
出が実行されたときの図柄変動において特別遊技を実行すると判定されたことを示す図柄
が停止したことに続いて実行される特別遊技中において、演出音を出力するとともに、前
記操作手段（例えば、演出ボタンｈ２６（ｂ１６１））に対応する操作画像（例えば、基
準ボタン画像ｈ６２）を画像表示手段（例えば、液晶表示装置ｈ５）に表示しながら、出
力される演出音に関連したタイミングで操作を行うことを指示し、操作に応じて、実行中
の特別遊技の種類に関する情報を報知する第２演出を実行する第２演出実行手段と、を備
えることを特徴とする遊技機である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、図柄変動中と特別遊技中とにおいて演出の興趣性を向上することが可
能な遊技機を提供することが可能になる。
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